
愛媛大学外国人客員研究員規程

平成１６年 ４月 １日

規 則 第 ６ ０ 号

(趣旨)

第１条 この規程は，愛媛大学（以下「本学」という。）において研究活動に従事する外

国人の研究者(以下「外国人客員研究員」という。)を受け入れる場合の取扱いについて，

必要な事項を定めるものとする。

(資格)

第２条 外国人客員研究員となることのできる者は，次の各号に掲げる者で，本学の教授，

准教授，講師，助教若しくは助手に相当する身分を有するもの又はこれに相当する研究

実績を有し，原則，修士若しくは博士の学位を有するものとする。

(1) 独立行政法人日本学術振興会，独立行政法人国際交流基金及び独立行政法人日本

学生支援機構の交流事業に基づく外国人研究者

(2) 外国の大学，研究所その他の研究機関と本学との交流協定に基づく外国人研究者

(3) 外国政府，国際機関その他公的機関の交流事業に基づく外国人研究者

(4) その他本学において適当と認められる外国人研究者

(受入手続等)

第３条 部局の長は，外国人客員研究員を受け入れる場合には，当該部局で選考の上，別

紙様式１に研究業績の資料及び所属機関の長の推薦書を添えて学長に申請し，承認を得

るものとする。

２ 外国人客員研究員は，受入れに先立ち，別紙様式２「誓約書 PLEDGE FOR FOREIGN
RESEARCH FELLOW」を提出しなければならない。
３ 部局の長は，外国人客員研究員の受入れを行ったときは，速やかに別紙様式３にパス

ポート，在留カード（所持対象者のみ）及び保険証書の写しを添え学長に報告しなけれ

ばならない。

(受入期間)

第４条 外国人客員研究員の受入期間は，協定等に定められている場合を除き，原則とし

て１月以上１年以内とする。ただし，必要がある場合は，受入期間を更新することがで

きる。

(受入教員)

第５条 部局の長は，外国人客員研究員の受入れに当たって，当該部局の教員の中から受

入教員を定めるものとする。

(受入事項の変更等)

第６条 外国人客員研究員の受入期間の更新，受入事項の変更及び研究の中止(以下「受

入事項の変更等」という。)については，部局の長が決定し，別紙様式４により報告す

るものとする。

(外国人客員研究員証)

第７条 外国人客員研究員には，外国人客員研究員証(別紙様式５)を交付できるものとす



る。

(施設等の使用)

第８条 外国人客員研究員には，本学の教育研究等に支障のない範囲で，研究活動に必要

となる本学の施設，設備等を使用させることができる。

(待遇等)

第９条 外国人客員研究員には，本学としては，給与，渡航費，滞在費その他研究活動に

要する経費は，原則として支給しない。ただし，部局の長が必要と認めた場合は，渡航

費，滞在費その他研究活動に要する経費の全部又は一部を寄附金等により支給すること

ができる。

２ 外国人客員研究員は，本学の諸規則等を遵守しなければならない。

(保険）

第１０条 外国人客員研究員は，滞在期間中の危険を十分補償する海外旅行傷害保険，国

民健康保険，賠償責任保険等に加入しなければならない。

(外国に長期間滞在する日本人研究者の受入れ)

第１１条 外国に長期間滞在する日本人研究者の受入れについては，この規程に定める外

国人客員研究員に準じて取り扱うものとする。

(研究終了証明書)

第１２条 部局の長は，外国人客員研究員の受入れを終了したときは，速やかに様式３に

より学長に報告しなければならない。

２ 当該研究員が希望するときは，別紙様式６の外国人客員研究員研究終了証明書を交付

するものとする。

(雑則)

第１３条 この規程に定めるもののほか，外国人客員研究員に関し必要な事項は，各部局

で別に定めるものとする。附 則

この規程は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１８年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２０年１月１７日から施行し，平成２０年１月１日から適用する。

附 則

この規程は，平成２１年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２８年１２月１４日から施行する。




